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第
１
巻

│

精
神
衛
生
法
と
ラ
イ
シ
ャ
ワ
事
件
Ⅰ《
解
説
＝
橋
本
明
》

第
２
巻

│

精
神
衛
生
法
と
ラ
イ
シ
ャ
ワ
事
件
Ⅱ
／
沖
縄
《
解
説
＝
橋
本
明
》

第
３
巻
〜
第
５
巻

│

精
神
科
医
の
運
動
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ《
解
説
＝
野
田
正
彰
》

第
６
巻

│

家
族
会

第
７
巻

│

大
学
闘
争
／「
金
沢
学
会
」／
市
民
運
動
《
解
説
＝
富
田
三
樹
生
・
山
下
剛
利
》

第
８
巻

│

宇
都
宮
病
院
事
件
な
ど

第
９
巻

│

ロ
ボ
ト
ミ
ー
・
暴
行
・
冤
罪
事
件
Ⅰ《
解
説
＝
寺
澤
暢
紘
》

第
10
巻

│

患
者
会
運
動
《
解
説
＝
江
端
一
起
》

第
11
巻
・
第
12
巻

│

ロ
ボ
ト
ミ
ー
・
暴
行
・
冤
罪
事
件
Ⅱ・Ⅲ

◉
全
巻
の
構
成

ライシャワ事件・島田事件・家族会・ロボトミー手術・宇都宮病院事件・電気痙攣療法・四肢拘束・
虐待・薬物療法・成年後見制度・運転免許・患者会運動・セルフヘルプ活動・市民運動

近現代史・国家・人権・優生思想・生命倫理・生殖医療・差別……
「精神障害者」の問題を通して戦後の日本社会を問う!

Ａ
４
判
・
上
製
・
総
約
４
、５
０
０
ペ
ー
ジ

揃
定
価
＝
３
０
０
、０
０
０
円
＋
税

　
　
　
　
　

IS
B

N
978-4-86617-059-6

全
12
巻

精
神
障
害
者
問
題
資
料
集
成

編
集
復
刻
版

二
〇
一
八
年
九
月
刊
行
！

戦
後
編

全
12
巻

◉
推
薦

市
野
川
容
孝
（
東
京
大
学
教
授
）

内
田
博
文
（
九
州
大
学
名
誉
教
授
）

大
熊
一
夫
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

原
田
憲
一（
元
東
京
大
学
教
授
）

松
原
洋
子
（
立
命
館
大
学
教
授
）

向
谷
地
生
良
（
北
海
道
医
療
大
学
教
授
）

六花出版

日本の精神障害者は、戦後の民主主義憲法下においてもなお、
世界に類を見ない長期入院を強いられ、
差別の目にさらされてきた。

編
・
解
説
◉

岡
田
靖
雄

塑像「健康」　松沢病院の患者作、1939年（『救治会々報』58号より）

ライシャワ事件（1964年）

全
12
巻

精
神
障
害
者
問
題
資
料
集
成

「
此
邦
ニ
生
レ
タ
ル
ノ
不
幸
」（
呉
秀
三
・
一
九
一
八
）か
ら
百
年…

…

精
神
障
害
者
を
め
ぐ
る
病
院
・
医
師
・
家
族

そ
し
て
当
事
者
の
言
説
を
た
ど
り
、

戦
後
日
本
社
会
の
人
権
の
あ
り
よ
う
を
問
う
資
料
集
成
、

戦
前
編
に
つ
づ
き
、待
望
の
刊
行
！
　
２
０
１
８
年
６
月
よ
り
予
約
開
始

限
定
２
０
０
部

編
集
復
刻
版

戦
後
編

松沢病院 旧病棟



『
精
神
障
害
者
問
題
資
料
集
成
（
戦
前
編
）
』
全
一
二
巻
は
好
評
を
も
っ
て
む
か
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
戦
後
は

す
で
に
七
三
年
に
な
る
。
そ
の
六
二
年
を
わ
た
し
は
改
革
を
目
ざ
す
精
神
科
医
と
し
て
い
き
て
き
た
。
そ
の
間
に

あ
ま
り
に
多
く
の
出
来
事
が
あ
っ
た
。
自
分
が
か
か
わ
っ
て
き
た
事
の
資
料
も
お
お
い
。
自
分
か
ら
は
な
れ
た
所

で
も
多
く
の
事
が
お
こ
っ
て
い
る
。「
戦
後
編
」
を
ま
と
め
よ
う
と
い
う
気
に
は
な
か
な
か
な
れ
ず
に
い
た
。

「
や
る
の
は
あ
ん
た
し
か
い
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
何
人
か
に
は
げ
ま
さ
れ
て
、
作
業
に
と
り
か
か
っ
て
み
る
と
、

運
動
体
で
あ
る
た
め
か
、
資
料
や
会
報
を
ち
ゃ
ん
と
保
存
し
て
い
る
団
体
が
す
く
な
い
こ
と
に
お
ど
ろ
い
た
。
そ

れ
だ
け
に
、
青
柿
舎
に
あ
つ
め
て
い
た
も
の
が
ず
い
ぶ
ん
役
だ
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
や
は
り
、
今
や
っ
て
よ
か
っ

た
の
だ
。

精
神
衛
生
法
制
定
、
精
神
科
病
床
激
増
、
島
田
事
件
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
大
使
刺
傷
事
件
、
つ
づ
く
法
改
悪
の
動
き
、

大
学
闘
争
、
精
神
科
医
・
家
族
・
当
事
者
の
運
動
、
金
沢
で
の
日
本
精
神
神
経
学
会
総
会
、
刑
法
改
正
問
題
な
ど

な
ど
、
と
り
あ
げ
る
べ
き
問
題
は
お
お
い
。
過
去
の
そ
れ
ら
の
検
討
は
、
今
後
の
方
向
に
示
唆
を
あ
た
え
る
も
の

で
あ
る
。

し
か
し
、
巻
数
が
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
あ
つ
め
た
資
料
の
全
部
を
掲
載
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
会
報
な

ど
は
そ
の
初
期
の
も
の
に
か
ぎ
る
こ
と
に
し
た
。
本
『
精
神
障
害
者
問
題
資
料
集
成
（
戦
後
編
）
』
は
戦
後
史
の
見

取
り
図
を
提
供
す
る
ま
で
の
こ
と
は
で
き
な
い
。
多
く
の
出
来
事
・
運
動
の
入
り
口
案
内
と
い
え
ば
よ
い
か
、
こ

う
い
っ
た
資
料
を
き
っ
ち
り
あ
つ
め
整
理
保
存
す
る
よ
う
な
施
設
が
ほ
し
い
と
い
う
思
い
は
切
で
あ
る
。

「戦後編」刊行にあたって
青柿舎　岡田靖雄

内
容

見
本

関
連
年
表

年

事
項

一
八
七
五

京
都
に
最
初
の
公
立
病
院
設
立

一
九
〇
〇

精
神
病
者
監
護
法
公
布

一
九
一
八

呉
秀
三
ら
「
精
神
病
者
私
宅
監
置
ノ
実
況
及
ビ
其
統
計

的
観
察
」
発
表
。
こ
の
な
か
で
日
本
の
精
神
病
者
に
は

病
気
で
あ
る
ほ
か
に
「
此
邦
ニ
生
レ
タ
ル
ノ
不
幸
」
が
あ

る
と
述
べ
る

一
九
一
九

精
神
病
院
法
公
布

一
九
四
〇

国
民
優
生
法
公
布

一
九
五
〇

精
神
衛
生
法
公
布
。
私
宅
監
置
が
廃
止

医
師
台
弘
に
よ
る
ロ
ボ
ト
ミ
ー
人
体
実
験

一
九
五
四

島
田
事
件（
知
的
障
害
の
あ
る
容
疑
者
へ
の
冤
罪
事
件
）

一
九
六
四

ラ
イ
シ
ャ
ワ
事
件
（
精
神
障
害
者
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
駐

日
大
使
刺
傷
）

精
神
衛
生
法
改
悪
の
動
き

一
九
六
五

精
神
衛
生
法
改
正

全
国
精
神
障
害
者
家
族
会
連
合
会
設
立

一
九
六
九

赤
レ
ン
ガ
闘
争
（
東
大
精
医
連
に
よ
る
精
神
病
棟
占
拠

事
件
）

一
九
七
四

第
１
回
全
国
精
神
障
害
者
交
流
集
会
。
全
国「
精
神
病
」

者
集
団
が
結
成

一
九
七
五

日
本
精
神
神
経
学
会
、ロ
ボ
ト
ミ
ー
手
術
の
廃
止
を
宣
言

一
九
七
九

ロ
ボ
ト
ミ
ー
殺
人
事
件
（
ロ
ボ
ト
ミ
ー
手
術
を
強
制
さ

れ
た
被
害
者
が
手
術
し
た
医
師
の
関
係
者
を
殺
害
）

一
九
八
三

宇
都
宮
病
院
事
件（
看
護
職
員
に
よ
る
患
者
殺
人
）

一
九
八
四

べ
て
る
の
家
発
足

一
九
八
八

精
神
保
健
法

一
九
九
三

全
国
精
神
障
害
者
団
体
連
合
会
発
足

一
九
九
五

精
神
保
健
福
祉
法

二
〇
〇
三

心
神
喪
失
者
医
療
観
察
法

二
〇
〇
六

新
し
い
精
神
障
害
者
家
族
会
の
組
織
、
全
国
精
神
保
健

福
祉
会
連
合
会
設
立

二
〇
一
六

津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
事
件

拘束具（上）／松沢病院旧病棟（下）

「精神病者監護法」（1900年公布）から118年。
戦前から戦後、現在までつづく精神病者への
施策と問題。

患者の立場から
精神医療の変革をめざす
精神科医の運動

『精神衛生法をめぐる諸問題』
（1964・第1巻所収）より
表紙

目次

呉秀三の言葉

『精神科連合ニュース』№33（1969・第4巻所収）より「わが国精神衛生の現状並びに問題について」（1951・第1巻所収）より



「
精
神
障
害
者
問
題
資
料
集
成　

戦
後
編
」
の
目
録
を
手
に
し
て
目
を
見
は
っ
た
。
中
で
も
、

私
自
身
が
そ
の
渦
中
に
い
た
事
柄
、「
医
局
連
合
ニ
ュ
ー
ス
」、「
東
大
精
神
科
医
師
連
合
ニ
ュ
ー

ス
」、「
東
大
精
神
医
学
教
室
ニ
ュ
ー
ス
」
が
眼
に
と
び
こ
ん
だ
。
当
時
私
は
こ
れ
ら
の
渦
の
中
で
、

時
に
は
私
自
身
が
主
体
的
に
、
あ
る
い
は
受
動
的
に
こ
れ
ら
の
動
き
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
た
。

し
か
も
、
そ
れ
ら
の
資
料
を
私
は
当
時
も
そ
し
て
そ
の
後
も
充
分
読
ん
で
い
な
か
っ
た
│
│
。

私
の
不
徹
底
さ
、
未
熟
さ
の
所
為
だ
が
、
現
場
で
毎
日
毎
日
新
し
い
事
態
に
苦
慮
、
奔
走
し
て
い

た
者
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
ら
の
文
章
化
さ
れ
た
も
の
は
現
実
か
ら
少
し
隔
た
っ
た
物
件
だ
っ
た
。

今
、
そ
の
こ
と
を
苦
く
反
省
し
、
且
つ
自
分
の
不
明
を
思
い
知
ら
さ
れ
て
い
る
。

そ
ん
な
私
個
人
の
感
懐
と
は
全
く
無
縁
に
、
こ
の
資
料
集
は
戦
後
の
我
が
国
の
精
神
医
療
、

精
神
保
健
分
野
、
精
神
医
学
が
関
係
す
る
人
権
問
題
な
ど
を
広
汎
か
つ
綿
密
に
網
羅
し
て
い
る
。

現
在
を
点
検
し
、
そ
し
て
未
来
に
向
け
て
正
し
く
歩
ん
で
い
く
た
め
に
、
我
が
国
の
こ
の
領
域

に
お
け
る
不
可
欠
の
一
里
塚
に
な
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
岡
田
靖
雄
氏
で
な
く
て
は
で
き
な
い

偉
大
な
業
績
で
あ
る
。 

（
は
ら
だ
・
け
ん
い
ち
）

ハ
ン
セ
ン
病
の
場
合
、
強
制
隔
離
政
策
の
放
棄
は
国
際
社
会
の
勧
告
か
ら
四
〇
年
近
く
も
遅

れ
た
。
こ
の
ま
ま
小
手
先
の「
そ
の
場
し
の
ぎ
」を
続
け
、
必
要
な
手
当
て
を
先
送
り
し
続
け
た

場
合
、
日
本
の
精
神
科
医
療
の
国
際
化
は
何
年
か
か
っ
て
も
達
成
で
き
な
い
。
社
会
防
衛
を
内

包
す
る
「
不
純
な
精
神
科
医
療
」
と
い
う
汚
名
も
払
拭
し
得
な
い
。
二
一
世
紀
に
入
っ
て
早
や
一

五
年
以
上
。「
や
っ
か
い
な
傑
出
ぶ
り
」
か
ら
「
世
界
の
孤
児
」
に
な
っ
た
と
揶
揄
さ
れ
る
日
本
の

精
神
科
医
療
を
ど
の
よ
う
に
し
て
改
革
し
、
内
外
と
の
異
次
元
の
格
差
を
埋
め
て
い
く
の
か
。

短
期
的
に
は
難
し
い
、
長
期
に
わ
た
る
可
能
性
が
強
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
短
期
、
中
期
、
長

期
の
目
標
を
設
定
し
て
、
そ
こ
に
至
る
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
早
急
に
策
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

よ
う
。

改
革
は
過
去
と
現
在
の
正
確
な
分
析
に
基
づ
く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
抜
本
的
な
改

革
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ
れ
が
必
要
に
な
る
。
改
革
の
動
き
が
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
、

阻
む
動
き
と
の
間
で
ど
の
よ
う
な
対
抗
軸
が
形
成
さ
れ
た
の
か
。
そ
の
対
抗
軸
は
ど
の
よ
う
に

変
遷
し
て
き
て
い
る
の
か
。
こ
れ
ら
を
知
る
こ
と
が
必
須
不
可
欠
に
な
る
。

そ
の
た
め
の
第
一
級
の
資
料
を
私
た
ち
は
こ
の
度
、
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
本『
精
神
障
害
者

問
題
資
料
集
成
』
戦
後
編
全
一
二
巻
が
そ
れ
で
あ
る
。
戦
後
の
日
本
の
精
神
科
医
療
史
と
精
神

障
害
者
問
題
の
核
心
を
紐
解
く
上
で
重
要
な
「
精
神
衛
生
法
と
ラ
イ
シ
ャ
ワ
事
件
／
沖
縄
」「
精

神
科
医
の
運
動
」「
家
族
会
」「
大
学
闘
争
／「
金
沢
学
会
」／
市
民
運
動
」「
宇
都
宮
病
院
事
件
な

ど
」「
ロ
ボ
ト
ミ
ー
・
暴
行
・
冤
罪
事
件
」「
患
者
会
運
動
」に
つ
い
て
の
原
資
料
が
収
録
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。精
神
科
医
療
と
精
神
障
害
者
問
題
に
関
わ
る
当
事
者
、そ
し
て
、そ
れ
を
考
え
、

行
動
し
、
報
道
す
る
人
々
に
と
っ
て
必
読
の
書
と
い
え
る
。 

（
う
ち
だ
・
ひ
ろ
ふ
み
）

僕
は
一
九
七
〇
年
に
都
内
の
私
立
精
神
病
院
に
潜
入
入
院
し
て『
ル
ポ
・
精
神
病
棟
』を
書
い

た
。
そ
れ
が
「
朝
日
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
言
わ
れ
て
本
書
に
も
出
て
く
る
の
だ
が
、
し
か
し
正
直

申
せ
ば
、
僕
も
朝
日
新
聞
社
も
精
神
病
院
に
は
全
く
の
無
知
だ
っ
た
。
だ
か
ら
、
記
事
を
書
く

直
前
か
ら
泥
縄
式
に
勉
強
を
始
め
て
、
や
っ
と
大
社
会
問
題
だ
！
と
気
が
付
い
た
。
さ
ら
に
、
精

神
病
院
と
い
う
鬱
陶
し
い
監
獄
型
治
療
装
置
に
頼
ら
ず
と
も
精
神
疾
患
を
支
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
、
と
気
が
付
く
の
に
は
、
結
局
一
五
年
以
上
も
か
か
っ
た
。

さ
て
、「
精
神
病
院
不
要
論
者
」
に
な
っ
た
僕
か
ら
み
た
こ
の
超
巨
大
資
料
。
長
大
な
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
あ
り
、
精
神
保
健
革
命
ご
っ
こ
の
号
砲
あ
り
、
何
を
言
い
た
い
の
か
わ
か
ら
な
い〝
言
葉

の
サ
ラ
ダ
〞あ
り
、
現
代
で
も
色
褪
せ
な
い
至
極
真
っ
当
な
論
説
あ
り
、
…
…
で
も
、
い
ま
の
精

神
病
院
三
〇
万
床
の
恥
ず
べ
き
惨
状
を
思
う
と
、
こ
れ
ら
は
日
本
の
心
病
め
る
人
々
の
墓
碑
銘

だ
な
ぁ
、
と
い
う
感
じ
を
否
定
で
き
な
い
。

し
か
し
、
読
み
始
め
た
ら
止
ま
り
ま
せ
ん
よ
、
こ
れ
は
。 

（
お
お
く
ま
・
か
ず
お
）

過
去
に
出
版
さ
れ
た
、
今
で
は
入
手
が
困
難
か
不
可
能
な
古
い
書
物
を
集
め
て
資
料
集
成
を

編
む
と
い
う
こ
と
は
あ
り
、
そ
れ
は
そ
れ
で
、
と
て
も
貴
重
だ
し
、
私
も
大
い
に
活
用
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
が
、
本
資
料
集
成
は
そ
れ
と
は
違
う
。
各
運
動
団
体
が
手
作
り
し
、
人
び
と
に
配
っ

た
ニ
ュ
ー
ス
や
便
り
、
あ
る
い
は
ビ
ラ
に
相
当
す
る
も
の
が
、
本
資
料
集
成
の
基
体
を
な
す
。
こ

こ
に
収
め
ら
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
中
に
は
、一
九
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
、
私
が
集
会
等
の

場
で
、
直
接
、
手
に
と
っ
て
読
ん
だ
も
の
、
あ
る
い
は
事
務
所
や
部
屋
の
片
隅
で
、
綴
じ
ら
れ
た

フ
ァ
イ
ル
の
形
で
読
ん
だ
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
も
う
私
の
手
元
に
は
な
い
し
、
廃
棄
さ
れ

た
も
の
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
私
以
外
の
人
に
と
っ
て
も
、お
そ
ら
く
そ
う
い
う
運
命
を
た
ど

り
が
ち
だ
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
り
、
便
り
で
あ
り
、
ビ
ラ
だ
っ
た
と
思
う
。
こ
の
世
か
ら
消
え
て

な
く
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
こ
れ
ら
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
が
、
こ
う
し
て
資
料
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、

再
び
入
手
可
能
と
な
っ
た
こ
と
に
、
ま
ず
深
く
感
謝
し
た
い
。

こ
こ
に
収
め
ら
れ
た
い
く
つ
か
の
資
料
を
通
し
て
人
は
、
日
本
の
精
神
医
療
を
患
者
の
視
点

か
ら
変
革
し
よ
う
と
し
た
患
者
当
事
者
と
そ
の
側
に
立
と
う
と
し
た
医
療
関
係
者
の
、
そ
の
生

身
の
姿
を
見
て
と
り
、
そ
の
肉
声
を
聞
き
と
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
。
当
時
の
こ
と
を
ま
っ
た

く
知
ら
な
い
新
し
い
世
代
の
人
た
ち
、
ま
た
遠
い
将
来
に
こ
の
時
期
の
日
本
の
精
神
医
療
を
歴

史
と
し
て
書
い
た
り
、調
べ
た
り
す
る
人
た
ち
に
と
っ
て
も
、貴
重
な
資
料
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

 

（
い
ち
の
か
わ
・
や
す
た
か
）

第
二
次
世
界
大
戦
で
大
敗
を
喫
し
、
崩
壊
し
た
大
日
本
帝
国
。
戦
後
七
〇
年
を
経
た
現
在
、

日
米
軍
事
同
盟
の
も
と
で
の
日
本
の
復
興
と
は
何
だ
っ
た
の
か
、
様
々
な
角
度
か
ら
検
証
さ
れ

て
い
る
。
精
神
医
療
史
も
ま
た
、
俎
上
に
載
せ
ら
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

精
神
衛
生
法
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
領
下
の
一
九
五
〇
年
に
制
定
さ
れ
、
優
生
保
護
法
と
連
動
し
て
精

神
障
害
者
の
不
妊
手
術
を
政
策
的
に
推
し
進
め
た
。
ま
た
、
激
し
い
論
議
を
呼
び
、
そ
の
後
の

政
治
運
動
の
発
火
点
と
な
っ
た
一
九
六
五
年
の
精
神
衛
生
法
改
正
は
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
駐
日
米
国

大
使
刺
傷
事
件
を
契
機
と
し
て
い
る
。
戦
後
日
本
の
精
神
医
療
は
、
政
治
運
動
の
激
し
い
波
に

洗
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
波
は
、
冷
戦
体
制
下
の
日
本
の
地
政
学
的
位
置
と
無
縁
で
は
な
い
。

『
精
神
障
害
者
問
題
資
料
集
成
』戦
後
編
の
編
者
で
あ
る
岡
田
靖
雄
氏
は
、
日
本
を
代
表
す
る

精
神
医
学
史
家
で
あ
り
、
か
つ
当
時
の
運
動
に
立
ち
会
っ
た
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
ひ
と
り
で
も
あ

る
。
本
資
料
集
成
は
、
現
場
の
動
向
を
生
々
し
く
伝
え
る
ビ
ラ
や
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
を
含
む
貴

重
な
一
次
資
料
を
収
め
て
い
る
。
精
神
医
療
と
そ
の
も
と
で
の
患
者
運
動
・
障
害
者
運
動
を
通

し
て
、
日
本
の
戦
後
を
知
り
現
在
の
立
ち
位
置
を
考
え
る
う
え
で
不
可
欠
の
資
料
集
で
あ
る
。 

（
ま
つ
ば
ら
・
よ
う
こ
）

公
共
図
書
館
、社
会
学
系
や
精
神
保
健
関
係
の

大
学
図
書
室
な
ど
に
不
可
欠
の
重
要
資
料
集

原
田
憲
一（
元
東
京
大
学
教
授
）

精
神
医
療
と
精
神
障
害
者
問
題
に

か
か
わ
る
す
べ
て
の
人
に
必
読
の
書

内
田
博
文（
九
州
大
学
名
誉
教
授
）

こ
れ
は
読
ま
せ
る

墓
碑
銘
だ

大
熊
一
夫（『
ル
ポ
・
精
神
病
棟
』著
者
、ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

患
者
の
視
点
か
ら
精
神
医
療
の

変
革
を
求
め
た
ひ
と
び
と
の
軌
跡

市
野
川
容
孝（
東
京
大
学
教
授
）

精
神
医
療
史
を

検
証
す
る
た
め
に

松
原
洋
子（
立
命
館
大
学
教
授
）

推
薦

し
ま
す

第
二
次
世
界
大
戦
で
大
敗
を
喫
し
、
崩
壊
し
た
大
日
本
帝
国
。
戦
後
七
〇
年
を
経
た
現
在
、

日
米
軍
事
同
盟
の
も
と
で
の
日
本
の
復
興
と
は
何
だ
っ
た
の
か
、
様
々
な
角
度
か
ら
検
証
さ
れ

て
い
る
。
精
神
医
療
史
も
ま
た
、
俎
上
に
載
せ
ら
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

精
神
衛
生
法
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
領
下
の
一
九
五
〇
年
に
制
定
さ
れ
、
優
生
保
護
法
と
連
動
し
て
精

神
障
害
者
の
不
妊
手
術
を
政
策
的
に
推
し
進
め
た
。
ま
た
、
激
し
い
論
議
を
呼
び
、
そ
の
後
の

精
神
医
療
史
を

検
証
す
る
た
め
に

松
原
洋
子（
立
命
館
大
学
教
授
）

「
精
神
障
害
者
問
題
資
料
集
成　

戦
後
編
」
の
目
録
を
手
に
し
て
目
を
見
は
っ
た
。
中
で
も
、

私
自
身
が
そ
の
渦
中
に
い
た
事
柄
、「
医
局
連
合
ニ
ュ
ー
ス
」、「
東
大
精
神
科
医
師
連
合
ニ
ュ
ー

ス
」、「
東
大
精
神
医
学
教
室
ニ
ュ
ー
ス
」
が
眼
に
と
び
こ
ん
だ
。
当
時
私
は
こ
れ
ら
の
渦
の
中
で
、

時
に
は
私
自
身
が
主
体
的
に
、
あ
る
い
は
受
動
的
に
こ
れ
ら
の
動
き
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
た
。

し
か
も
、
そ
れ
ら
の
資
料
を
私
は
当
時
も
そ
し
て
そ
の
後
も
充
分
読
ん
で
い
な
か
っ
た
│
│
。

公
共
図
書
館
、社
会
学
系
や
精
神
保
健
関
係
の

大
学
図
書
室
な
ど
に
不
可
欠
の
重
要
資
料
集

原
田
憲
一（
元
東
京
大
学
教
授
）

僕
は
一
九
七
〇
年
に
都
内
の
私
立
精
神
病
院
に
潜
入
入
院
し
て『
ル
ポ
・
精
神
病
棟
』を
書
い

た
。
そ
れ
が
「
朝
日
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
言
わ
れ
て
本
書
に
も
出
て
く
る
の
だ
が
、
し
か
し
正
直

申
せ
ば
、
僕
も
朝
日
新
聞
社
も
精
神
病
院
に
は
全
く
の
無
知
だ
っ
た
。
だ
か
ら
、
記
事
を
書
く

直
前
か
ら
泥
縄
式
に
勉
強
を
始
め
て
、
や
っ
と
大
社
会
問
題
だ
！
と
気
が
付
い
た
。
さ
ら
に
、
精

神
病
院
と
い
う
鬱
陶
し
い
監
獄
型
治
療
装
置
に
頼
ら
ず
と
も
精
神
疾
患
を
支
え
る
こ
と
が
で
き

こ
れ
は
読
ま
せ
る

墓
碑
銘
だ

大
熊
一
夫（『
ル
ポ
・
精
神
病
棟
』著
者
、ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

ハ
ン
セ
ン
病
の
場
合
、
強
制
隔
離
政
策
の
放
棄
は
国
際
社
会
の
勧
告
か
ら
四
〇
年
近
く
も
遅

れ
た
。
こ
の
ま
ま
小
手
先
の「
そ
の
場
し
の
ぎ
」を
続
け
、
必
要
な
手
当
て
を
先
送
り
し
続
け
た

場
合
、
日
本
の
精
神
科
医
療
の
国
際
化
は
何
年
か
か
っ
て
も
達
成
で
き
な
い
。
社
会
防
衛
を
内

包
す
る
「
不
純
な
精
神
科
医
療
」
と
い
う
汚
名
も
払
拭
し
得
な
い
。
二
一
世
紀
に
入
っ
て
早
や
一

五
年
以
上
。「
や
っ
か
い
な
傑
出
ぶ
り
」
か
ら
「
世
界
の
孤
児
」
に
な
っ
た
と
揶
揄
さ
れ
る
日
本
の

精
神
医
療
と
精
神
障
害
者
問
題
に

か
か
わ
る
す
べ
て
の
人
に
必
読
の
書

内
田
博
文（
九
州
大
学
名
誉
教
授
）

過
去
に
出
版
さ
れ
た
、
今
で
は
入
手
が
困
難
か
不
可
能
な
古
い
書
物
を
集
め
て
資
料
集
成
を

編
む
と
い
う
こ
と
は
あ
り
、
そ
れ
は
そ
れ
で
、
と
て
も
貴
重
だ
し
、
私
も
大
い
に
活
用
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
が
、
本
資
料
集
成
は
そ
れ
と
は
違
う
。
各
運
動
団
体
が
手
作
り
し
、
人
び
と
に
配
っ

た
ニ
ュ
ー
ス
や
便
り
、
あ
る
い
は
ビ
ラ
に
相
当
す
る
も
の
が
、
本
資
料
集
成
の
基
体
を
な
す
。
こ

こ
に
収
め
ら
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
中
に
は
、一
九
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
、
私
が
集
会
等
の

患
者
の
視
点
か
ら
精
神
医
療
の

変
革
を
求
め
た
ひ
と
び
と
の
軌
跡

市
野
川
容
孝（
東
京
大
学
教
授
）

『
島
田
事
件
目
撃
証
言
録
』（
１
９
８
０
・
第
９
巻
所
収
）

『
広
島
県
精
神
衛
生
鑑
定
報
告
』

（
１
９
５
１
・
第
１
巻
所
収
）

五
十
音
順



収録資料一覧

精
神
衛
生
法
と
ラ
イ
シ
ャ
ワ
事
件
Ⅰ

解
説
＝
岡
田
靖
雄
／
橋
本
明

第1巻
広
島
県
精
神
衛
生
鑑
定
報
告
●
広
島
精
神
衛
生
協
会
●
一
九
五
一
・
七

わ
が
国
精
神
衛
生
の
現
状
並
び
に
問
題
に
つ
い
て（
週
刊
医
学
通
信
第
６

年
第
262
号
）●
厚
生
省
公
衆
衛
生
局
●
一
九
五
一
・
八

精
神
衛
生
鑑
定
基
準（
案
）●
一
九
五
一
・
九

〝
岩
井
の
滝
〞見
聞
記
●
佐
藤
壱
三
●
一
九
六
二
・
三

昭
和
38
年
精
神
衛
生
実
態
調
査
●
厚
生
省
公
衆
衛
生
局
長
●
一
九
六
四
・
三

連
絡
ニ
ュ
ー
ス
▼
第
１
号
●
精
神
衛
生
法
改
正
問
題
対
策
協
議
会
●
一
九
六
四
・
五

連
絡
ニ
ュ
ー
ス
▼
第
２
号
●
精
神
衛
生
法
改
正
対
策
委
員
会
●
一
九
六
四
・
五

全
面
改
正
の
た
め
に
▼
第
３
号
●
精
神
衛
生
法
改
正
対
策
委
員
会
●
一
九
六
四
・
五

全
面
改
正
の
た
め
に
▼
第
４
号
●
精
神
衛
生
法
改
正
対
策
委
員
会
事
務
局

●
一
九
六
四
・
七

答
申
書（
写
）●
精
神
衛
生
審
議
会
●
一
九
六
四
・
七

全
面
改
正
の
た
め
に
▼
第
５
号
●
精
神
衛
生
法
改
正
対
策
委
員
会
事
務
局

●
一
九
六
四
・
八

全
面
改
正
の
た
め
に
▼
第
６
号
●
精
神
衛
生
法
改
正
対
策
委
員
会
事
務
局

●
一
九
六
四
・
一
一

全
面
改
正
の
た
め
に
▼
第
７
号
●
精
神
衛
生
法
改
正
対
策
委
員
会
事
務
局

●
一
九
六
五
・
二

全
面
改
正
の
た
め
に
▼
第
８
号
●
精
神
衛
生
法
改
正
対
策
委
員
会
事
務
局

●
一
九
六
五
・
七

精
神
衛
生
法
を
め
ぐ
る
諸
問
題
●
松
沢
病
院
医
局
病
院
問
題
研
究
会

●
一
九
六
四
・
八

精
神
衛
生
審
議
会
の
精
神
衛
生
法
改
正
に
つ
い
て
の
答
申
を
批
判

す
る
●
東
京
精
神
病
院
協
会
●
一
九
六
四

政
府
の
精
神
衛
生
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
の
意
見

●
東
京
精
神
病
院
協
会
●
一
九
六
四

精
神
障
害
者
通
院
医
療
の
取
扱
要
領
●
一
九
六
五
・
六

精
神
衛
生
法
と
ラ
イ
シ
ャ
ワ
事
件
Ⅱ
／
沖
縄

解
説
＝
岡
田
靖
雄
／
橋
本
明

第2巻
６
・
５
83
精
神
衛
生
実
態
調
査
阻
止
全
国
共
闘
会
議
結
成
集
会

基
調
及
び
資
料
●
83
精
神
衛
生
実
態
調
査
阻
止
全
国
共
闘
会
議
●
一
九
八
三
・
六

精
神
衛
生
法
撤
廃
連
ニ
ュ
ー
ス
▼
第
３
号
●
精
神
衛
生
法
撤
廃
全
国
連
絡
会
議

●
一
九
八
七
・
五

精
神
衛
生
法
撤
廃
連
ニ
ュ
ー
ス
▼
第
４
号
●
精
神
衛
生
法
撤
廃
全
国
連
絡
会
議

●
一
九
八
七
・
六

声
明
・
精
神
保
健
法
案
を
弾
劾
す
る
●
精
神
衛
生
法
撤
廃
全
国
連
絡
会
議

●
一
九
八
七
・
六

こ
れ
で「
宇
都
宮
病
院
」は
な
く
な
る
か
!?
全
国
集
会

●
７
・
18
実
行
委
●
一
九
八
七
・
六

精
神
衛
生
法
撤
廃
連
ニ
ュ
ー
ス
▼
第
５
号
●
精
神
衛
生
法
撤
廃
全
国
連
絡
会
議

●
一
九
八
七
・
八

阻
止
共
闘
ニ
ュ
ー
ス
▼
第
２
号
●「
処
遇
困
難
者
専
門
病
棟
」新
設
阻
止
共
闘
会
議

●
二
〇
〇
六
・
四

阻
止
共
闘
ニ
ュ
ー
ス
▼
第
３
号
●「
処
遇
困
難
者
専
門
病
棟
」新
設
阻
止
共
闘
会
議

●
二
〇
〇
六
・
六

阻
止
共
闘
ニ
ュ
ー
ス
▼
第
５
号
●「
処
遇
困
難
者
専
門
病
棟
」新
設
阻
止
共
闘
会
議

●
二
〇
〇
六
・
一
二

沖
縄
の
精
神
衛
生
実
態
調
査
報
告
書
１
９
６
６
年

●
琉
球
政
府
厚
生
局
公
衆
衛
生
部
予
防
課
編
●
一
九
六
九
・
八

琉
球
諸
島
に
お
け
る
精
神
病
患
者
の
処
遇
の
現
況
に
つ
い
て

●
佐
藤
幹
正
／
前
田
実
光
●
一
九
六
一
・
三

沖
縄
精
神
医
療
▼
創
刊
号
●
沖
縄
精
神
医
療
編
集
委
員
会
●
一
九
七
七
・
三

沖
縄
精
神
医
療
▼
第
３
号
●
沖
縄
精
神
医
療
編
集
委
員
会
●
一
九
七
八
・
一

精
神
科
医
の
運
動
Ⅰ

解
説
＝
岡
田
靖
雄
／
野
田
正
彰

第3巻
〔
全
国
大
学
病
院
精
神
神
経
科
医
局
連
合
で
一
般
方
針
の
提
案
〕

●〔
東
大
弘
田
〕●
一
九
六
四
・
五

決
議
文
案
●
全
国
大
学
病
院
精
神
神
経
科
連
合
●
一
九
六
四
・
五

報
告（
Ⅰ
）●
一
九
六
四
・
五

事
務
局（
仮
）ニ
ュ
ー
ス（
Ⅱ
）●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
連
合
●
一
九
六
四
・
五

全
国
精
神
々
経
科
連
合
会
則（
案
）●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
連
合

●
一
九
六
四
・
五

報
告
な
ら
び
に
方
針
案（
要
旨
）／
全
国
大
学
精
神
々
経
科
連
合
会

則（
案
）●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
連
合
●
一
九
六
四
・
五

報
告
並
び
に
方
針
案（
レ
ジ
ュ
メ
）●
全
国
大
学
精
神
々
経
科
連
合（
仮
称
）事
務
局

●
一
九
六
四
・
五

全
国
大
学
精
神
神
経
科
連
合
ニ
ュ
ー
ス（
仮
）▼
№
３

●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
仮
事
務
局
●
一
九
六
四
・
五

連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
３
●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
連
合（
仮
称
）●
一
九
六
四
・
五

連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
４
●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
連
合（
仮
称
）●
一
九
六
四
・
六

要
望
書
●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
連
合
全
国
代
表
者
会
議
●
一
九
六
四
・
七

連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
５
●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
連
合（
仮
称
）●
一
九
六
四
・
八

連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
６
●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
連
合
●
一
九
六
四
・
八

〔
運
動
牽
引
の
お
願
い
〕●
関
東
地
区
大
学
精
神
神
経
科
連
合
代
表
者
会
議

●
一
九
六
四
・
九

連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
７
●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
連
合
●
一
九
六
四
・
一
〇

８
団
体
統
一
行
動
を
協
議
●
医
局
連
合
事
務
局
●
一
九
六
四
・
一
〇

連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
８
●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
連
合
●
一
九
六
四
・
一
一

連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
９
●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
連
合
●
一
九
六
五
・
二

連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
10
●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
連
合
●
一
九
六
五
・
四

医
局
連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
11
●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
医
局
連
合
●
一
九
六
五
・
七

医
局
連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
12
●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
医
局
連
合
●
一
九
六
五
・
一
〇

医
局
連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
13
●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
医
局
連
合
●
一
九
六
六
・
三

医
局
連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
14
●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
医
局
連
合
●
一
九
六
六
・
三

医
局
実
態
調
査
報
告
▼
第
１
報
●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
医
局
連
合
●
一
九
六
六
・
四

医
局
連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
15
●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
医
局
連
合
●
一
九
六
六
・
五

医
局
連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
16
●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
医
局
連
合
●
一
九
六
六
・
五

医
局
連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
17
●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
医
局
連
合
●
一
九
六
六
・
六

医
局
連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
18
●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
医
局
連
合
●
一
九
六
六
・
九

医
局
連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
19
●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
医
局
連
合
●
一
九
六
六
・
一
一

医
局
連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
20
●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
医
局
連
合
会
●
一
九
六
七
・
一

医
局
連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
21
●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
医
局
連
合
●
一
九
六
七
・
三

医
局
連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
22
●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
医
局
連
合
●
一
九
六
七
・
三

医
局
連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
23
●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
医
局
連
合
●
一
九
六
七
・
五

医
局
連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
24
●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
医
局
連
合
会
●
一
九
六
七
・
六

医
局
連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
特
別
号　

自
動
車
運
転
免
許
と
精
神
病
診
断
書

●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
医
局
●
一
九
六
七
・
七

医
局
連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
25
●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
医
局
会
●
一
九
六
七
・
七

医
局
連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
26
●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
医
局
会
●
一
九
六
七
・
一
一

医
局
連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
27
●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
医
局
会
●
一
九
六
八
・
二

医
局
連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
28
●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
連
合
●
一
九
六
八
・
三

精
神
科
医
の
運
動
Ⅱ

解
説
＝
岡
田
靖
雄

第4巻
医
局
連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
29
●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
連
合
●
一
九
六
八
・
五

〔
精
神
神
経
科
連
合
加
入
の
勧
め（
個
人
向
け
）〕

●
全
国
大
学
病
院
精
神
神
経
科
連
合
●
一
九
六
八
・
五

診
療
協
力
謝
金
ア
ン
ケ
ー
ト
中
間
報
告
●
精
神
神
経
科
医
局
連
合
事
務
局

●
一
九
六
八
・
六

〔
学
会
認
定
医
制
度
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
依
頼
〕

●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
連
合
●
一
九
六
八
・
六

〔
学
会
認
定
医
制
度
に
つ
い
て
の
、
各
大
学
病
院
医
局
向
け
ア
ン
ケ

ー
ト
依
頼
〕●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
連
合
●
一
九
六
八
・
六

〔
精
神
神
経
科
連
合
加
入
の
勧
め（
病
院
向
け
）〕●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
連
合

●
一
九
六
八
・
六

全
国
大
学
精
神
々
経
科
連
合
会
則
●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
連
合
●
一
九
六
八
・
六

精
神
科
連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
30
●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
連
合
●
一
九
六
八
・
七

精
神
科
連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
30
別
冊　

精
神
神
経
学
会
学
会
認
定
医
に
つ
い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
連
合
事
務
局
●
一
九
六
八
・
七

パ
ー
ト
給
料
68
年
秋
し
ら
べ
●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
連
合
●
一
九
六
八
・
一
〇

精
神
科
連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
31
●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
連
合
●
一
九
六
八
・
一
〇

精
神
科
連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
32
●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
連
合
●
一
九
六
八
・
一
二

中
間
施
設
の
討
議
に
あ
た
り
●
全
国
公
立
病
院
精
神
科
医
師
連
絡
会
関
東
ブ
ロ

ッ
ク
会
議
●
一
九
六
九

精
神
科
連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
33
●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
連
合
●
一
九
六
九
・
三

精
神
科
連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
34
第
８
回
全
国
総
会
議
案
号

●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
連
合
●
一
九
六
九
・
四

精
神
科
連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
35
第
８
回
全
国
総
会
報
告
号

●
全
国
大
学
精
神
神
経
科
連
合
●
一
九
六
九
・
六

精
神
科
連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
36
●
欠
●
一
九
六
九
・
七

精
神
科
連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
37
●
全
国
精
神
神
経
科
連
合
●
一
九
六
九
・
一
一

精
神
科
連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
38
●
全
国
精
神
神
経
科
連
合
●
一
九
七
〇
・
一

お
願
い〔
大
学
病
院
実
態
調
査
〕●
一
九
七
〇
・
二

精
神
科
連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
39
●
全
国
精
神
神
経
科
連
合
●
一
九
七
〇
・
三

精
神
科
連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
40
●
全
国
精
神
神
経
科
連
合
●
一
九
七
〇
・
七

精
神
科
医
の
運
動
Ⅲ

解
説
＝
岡
田
靖
雄

第5巻
プ
シ
共
闘
▼
№
１
●
精
神
科
医
全
国
共
闘
会
議
●
一
九
七
〇
・
六

声
明
●
精
神
科
医
全
国
共
闘
会
議
●
一
九
七
〇
・
六

ス
ロ
ー
ガ
ン
●
一
九
七
〇
・
六

プ
シ
共
闘
▼
№
２
●
精
神
科
医
全
国
共
闘
会
議
●
一
九
七
〇
・
六

Ｐ
Ｓ
Ｙ
共
闘
ニ
ュ
ー
ス
●
Ｐ
Ｓ
Ｙ
共
闘
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
書
記
団
●
一
九
七
〇
・
六

〔
会
費
納
入
に
関
し
て
〕●
一
九
七
〇
・
六

精
神
科
連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
40
●
全
国
精
神
神
経
科
連
合
●
一
九
七
〇
・
七

れ
ん
た
い
▼
１
号
●
精
神
医
療
活
動
者
会
議（
仮
称
）●
一
九
七
〇
・
八

れ
ん
た
い
▼
２
号
●
精
神
医
療
活
動
者
会
議
●
一
九
七
〇
・
八

れ
ん
た
い
▼
３
号
●
精
神
医
療
活
動
者
会
議
●
一
九
七
〇
・
八

れ
ん
た
い
▼
５
号
●
全
国
精
神
科
看
護
者
共
闘
会
議
●
一
九
七
一
・
二

精
医
研
ニ
ュ
ー
ス
●
全
国
精
神
医
療
研
究
会
●
一
九
七
二
・
七

佐
野
脳
破
壊
手
術
を
告
発
す
る
●
東
大
精
神
科
医
師
連
合
●
一
九
七
三
・
九

Ｐ
Ｓ
Ｙ
共
闘
書
記
局
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
１
●
精
神
科
医
全
国
共
闘
会
議
書
記
局

●
一
九
七
三
・
一
〇

Ｐ
Ｓ
Ｙ
共
闘
書
記
局
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
２
●
精
神
科
医
全
国
共
闘
会
議
書
記
局

●
一
九
七
三
・
一
一

Ｐ
Ｓ
Ｙ
共
闘
書
記
局
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
４
●
精
神
科
医
全
国
共
闘
会
議
書
記
局

●
一
九
七
四
・
一

Ｐ
Ｓ
Ｙ
共
闘
書
記
局
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
５
●
精
神
科
医
全
国
共
闘
会
議
書
記
局

●
一
九
七
四
・
三

岩
倉
病
院
の
Ｋ
氏
不
当
入
院
を
告
発
す
る
！
●
精
神
医
療
研
究
会

●
一
九
七
四
・
一
一

「
評
議
会
通
信
」に
反
論
す
る
●
京
大
精
神
医
療
研
究
会
●
一
九
七
四
・
一
一

〔
Ｋ
氏
入
院
事
件
の
告
発
〕●
岩
倉
病
院
●
一
九
七
五
・
九

Ｐ
Ｓ
Ｙ
共
闘
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
２
●
精
神
科
医
全
国
共
闘
会
議
●
一
九
七
五
・
二

Ｐ
Ｓ
Ｙ
共
闘
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
３
●
精
神
科
医
全
国
共
闘
会
議
●
一
九
七
五
・
三

家
族
会
運
動
の
強
化
に
向
け
て
●
全
国
精
神
医
療
研
究
会
連
合
●
一
九
七
五
・
五

精
神
医
学
的
診
断
方
法
に
つ
い
て
●
精
神
科
神
経
科
医
師
会
議
●
一
九
七
五
・
五

〔
Ｋ
氏
の
入
院
問
題
の
核
心
と
総
括
〕●
岩
倉
病
院
●
一
九
七
六
・
四

全
国
精
医
研
ニ
ュ
ー
ス
▼
第
２
号
●
全
国
精
神
医
療
研
究
会
連
合
●
一
九
七
六
・
三

矢
谷
医
師
の
Ｋ
氏
強
制
入
院
を
再
度
批
判
す
る

●
全
国
精
神
医
療
研
究
会
連
合
●
一
九
七
六
・
三

全
国
精
医
研
ニ
ュ
ー
ス
▼
第
３
号
●
全
国
精
神
医
療
研
究
会
連
合
●
一
九
七
六
・
三

全
国
精
医
研
ニ
ュ
ー
ス
▼
第
４
号
●
全
国
精
神
医
療
研
究
会
連
合
●
一
九
七
六
・
五

全
国
精
医
研
ニ
ュ
ー
ス
▼
第
５
号
●
全
国
精
神
医
療
研
究
会
連
合
●
一
九
七
六
・
六

救
対
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
３
●
プ
シ
共
闘
に
よ
る
Ｍ
君
権
力
売
り
渡
し
を
糾
弾
し
Ｍ
君
を
支

援
し
裁
判
闘
争
に
勝
利
す
る
会
●
一
九
七
六
・
六

Ｐ
Ｓ
Ｙ
共
闘
に
よ
る
岩
倉
不
当
入
院
問
題
の
隠
蔽
と
学
会
ひ
き
ま

わ
し
を
批
判
す
る
！
●
全
国
精
神
医
療
研
究
会
連
合
●
一
九
七
七
・
三

「
精
医
研
運
動
」の
解
体
と
東
大
労
学
の
戦
い
の
発
展
に
む
け
て

●
東
大「
百
年
祭
」糾
弾
全
医
学
部
実
行
委
員
会
●
一
九
七
七
・
一
一

百
人
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
16
●
百
人
委
員
会
●
一
九
八
〇
・
九

百
人
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
17
●
百
人
委
員
会
●
一
九
八
〇
・
一
一

百
人
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
18
●
百
人
委
員
会
●
一
九
八
一
・
一

家
族
会

解
説
＝
岡
田
靖
雄

第6巻
や
し
お
▼
第
１
号
●
栃
木
県
精
神
障
害
者
援
護
会
●
一
九
六
三
・
一
一

や
し
お
▼
第
２
号
●
栃
木
県
精
神
障
害
者
援
護
会
●
一
九
六
四
・
四

あ
か
ね
▼
創
刊
号
●
昭
和
医
大
附
属
烏
山
病
院
あ
か
ね
家
族
会
●
一
九
六
四
・
八

連
合
会
だ
よ
り
▼
№
２
●
全
国
精
神
障
害
者
家
族
連
合
会
●
一
九
六
五
・
七

全
国
精
神
障
害
者
家
族
連
合
会
結
成
大
会

●
全
国
精
神
障
害
者
家
族
連
合
会
結
成
大
会
●
一
九
六
五
・
九

連
合
会
だ
よ
り
▼
№
３
●
全
国
精
神
障
害
者
家
族
連
合
会
●
一
九
六
六
・
二

連
合
会
だ
よ
り
▼
№
４
●
全
国
精
神
障
害
者
家
族
連
合
会
●
一
九
六
六
・
一
〇

偕
老
同
穴
記
●
小
西
六
次
・
多
津
●
一
九
六
六

連
合
会
だ
よ
り
▼
№
５
●
全
国
精
神
障
害
者
家
族
連
合
会
●
一
九
六
七
・
八

都
連
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
１
●
東
京
都
精
神
障
害
者
家
族
連
合
会
●
一
九
六
七
・
一
一

都
連
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
２
●
東
京
都
精
神
障
害
者
家
族
連
合
会
創
立
準
備
会
●
一
九
六
八
・
二

都
連
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
３
●
東
京
都
精
神
障
害
者
家
族
連
合
会
●
一
九
六
八
・
三

あ
か
ね
▼
あ
か
ね
会
創
立
20
周
年
記
念
号
●
昭
和
大
学
附
属
烏
山
病
院
患
者
家
族
会

●
一
九
八
三
・
一
一

家
族
会
活
動
の
歩
み　

東
京
つ
く
し
会
の
30
年
●
二
〇
〇
二
・
三

大
学
闘
争
／「
金
沢
学
会
」／
市
民
運
動

解
説
＝
岡
田
靖
雄
／
富
田
三
樹
生
／
山
下
剛
利

第7巻
教
室
内
規
お
よ
び
内
規
施
行
細
則
●
東
京
大
学
医
学
部
精
神
医
学
教
室

●
一
九
六
〇
・
五

〔
新
医
局
長
あ
い
さ
つ
〕●
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
精
神
神
経
科
医
局

●
一
九
六
七
・
五

『沖縄精神医療』創刊号
（1977･第2巻所収）

『自動車運転免許と精神病診断書』医局
連合ニュース特別号（1967・第3巻所収）

『連合会だより』№3　全国精神障害者
家族連合会（1966・第6巻所収）



収録資料一覧

赤
堀
さ
ん
は
無
実
だ
▼
№
12
●
島
対
協
編
集
委
員
会
●
一
九
八
〇
・
五

赤
堀
さ
ん
は
無
実
だ
▼
№
13
●
島
対
協
編
集
委
員
会
●
一
九
八
〇
・
一
二

赤
堀
さ
ん
は
無
実
だ
▼
№
18
●
島
対
協
編
集
委
員
会
●
一
九
八
三
・
六

赤
堀
さ
ん
は
無
実
だ
▼
№
19
●
島
対
協
編
集
委
員
会
●
一
九
八
三
・
七

赤
堀
さ
ん
は
無
実
だ
▼
№
20
●
島
対
協
編
集
委
員
会
●
一
九
八
三
・
一
一

年
末
特
別
カ
ン
パ
の
要
請
●
島
田
事
件
対
策
協
議
会
●
一
九
八
三
・
一
一

赤
堀
さ
ん
と
共
に
闘
う
関
東
連
絡
会
結
成
大
会
●
一
九
七
八
・
七

「
障
害
者
」解
放
▼
第
56
号
●
関
西「
障
害
者
」解
放
委
員
会
●
一
九
七
八
・
八

赤
堀
差
別
裁
判
▼
準
備
号
●
赤
堀
闘
争
全
国
活
動
者
会
議
事
務
局
●
一
九
七
八
・
八

弾
丸
▼
３
号
●
全
障
連
広
島
協
議
会
●
一
九
七
九
・
一
一

島
田
事
件
目
撃
証
言
録
現
地
調
査
の
手
引
赤
堀
さ
ん
は
無
実
だ

●
島
田
事
件
対
策
協
議
会
●
一
九
八
〇
・
三

赤
堀
さ
ん
は
無
実
だ
▼
第
13
号
●
荒
川
島
田
事
件
を
考
え
る
会
●
一
九
八
〇
・
四

赤
堀
さ
ん
は
無
実
だ
▼
第
14
号
●
荒
川
島
田
事
件
を
考
え
る
会
●
一
九
八
〇
・
五

赤
堀
さ
ん
は
無
実
だ
▼
第
16
号
●
荒
川
島
田
事
件
を
考
え
る
会
●
一
九
八
〇
・
七

赤
堀
さ
ん
は
無
実
だ
！
▼
第
１
号
●
赤
堀
中
央
闘
争
委
員
会
●
一
九
八
〇
・
七

関
東
赤
堀
さ
ん
と
共
に
闘
う
会
ニ
ュ
ー
ス
●
一
九
八
二
・
一

島
田
事
件
再
審
請
求
差
し
戻
し
審
今
後
の
審
理
日
程
●
一
九
八
三
・
一
一

資
料
●
一
九
八
三
・
一
二

朝
日
・
静
岡
・
島
田
新
聞
記
事
●
一
九
八
三
・
一
二
・
一

神
奈
川
赤
堀
さ
ん
と
共
に
た
た
か
う
会
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
11
●
一
九
八
八
・
九

神
奈
川
赤
堀
さ
ん
と
共
に
た
た
か
う
会
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
12
●
一
九
八
八
・
一
〇

神
奈
川
赤
堀
さ
ん
と
共
に
た
た
か
う
会
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
13
●
一
九
八
八
・
一
一

神
奈
川
赤
堀
さ
ん
と
共
に
た
た
か
う
会
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
14
●
一
九
八
九
・
一

神
奈
川
赤
堀
さ
ん
と
共
に
た
た
か
う
会
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
15
●
一
九
八
九
・
三

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
▼
創
刊
号
●
新
谷
訴
訟
を
支
援
す
る
会
●
一
九
七
一
・
一
〇
・
一
五

兄
弟
だ
ろ〈
再
版
〉●
精
神
病
棟
か
ら
鉄
格
子
を
な
く
す
会
●
一
九
七
六
・
八
・
一
五

中
村
病
院
と
精
神
医
療
を
告
発
す
る
臨
時
事
務
局
ニ
ュ
ー
ス

●
九
大
病
院
無
給
医
ル
ー
ム
●
一
九
七
三
・
一
一

中
村
病
院
と
精
神
医
療
を
告
発
す
る
事
務
局
ニ
ュ
ー
ス

●
九
大
病
院
無
給
医
室
●
一
九
七
四
・
一

生
田
病
院
の
紛
争
経
過
●
一
九
七
五

精
神
病
院
の
合
理
化
と
治
安
的
再
編
に
抗
し
て
●
初
声
荘
病
院
労
働
組

合
・
初
声
荘
病
院
闘
争
支
援
共
闘
会
議
●
一
九
七
八
・
二

４
・
26
十
全
会
を
糾
弾
す
る
市
民
集
会
●
反
十
全
会
市
民
連
合
●
一
九
八
一
・
四

決
議
文
●
反
十
全
会
市
民
連
合
●
一
九
八
一
・
四

社
会
労
働
委
員
会
で
の
主
た
る
発
言
内
容
●
一
九
八
一
・
五

十
全
会
准
職
員
大
量
不
当
入
院
糾
弾
！
●
反
十
全
会
市
民
連
合
●
一
九
八
一・
六

第
２
回
十
全
会
を
糾
弾
す
る
市
民
集
会
基
調
報
告

●
反
十
全
会
市
民
連
合
●
一
九
八
一
・
七

通
知
書
●
京
都
弁
護
士
会
人
権
擁
護
委
員
会
●
一
九
八
二
・
一
一

十
全
准
職
員
不
当
入
院
・
近
畿
弁
護
士
会
人
権
擁
護
委
員
会
提
訴

に
む
け
て
の
趣
意
な
ら
び
に
署
名
・
協
力
の
要
請
文

●
反
十
全
会
市
民
連
合
●
一
九
八
二
・
一
一

基
調
報
告
●
前
進
友
の
会
●
一
九
八
二
・
一
一

十
全
会
准
職
員
大
量
強
制
不
当
入
院
糾
弾
！
●
反
十
全
会
市
民
連
合

●
一
九
八
二
・
一
二

東
山
に
当
直
医
と
し
て
行
っ
て
い
る
Ａ
医
師
の
話
●
一
九
八
三

宇
都
宮
病
院
の
私
的
保
安
施
設
と
し
て
の
復
活
を
弾
劾
す
る

●
宇
都
宮
病
院
を
告
発
し
解
体
す
る
会
●
一
九
八
四

宇
都
宮
病
院
糾
弾
！
県
は
交
渉
を
行
な
え
！

●
宇
都
宮
病
院
を
糾
弾
す
る
栃
木
県
連
絡
会
議
●
一
九
八
五
・
五

こ
れ
で「
宇
都
宮
病
院
」
は
な
く
な
る
か
!?
全
国
集
会
資
料
集
・

ア
ッ
ピ
ー
ル
集
●
一
九
八
七
・
七

ロ
ボ
ト
ミ
ー
・
暴
行
・
冤
罪
事
件
Ⅰ

解
説
＝
岡
田
靖
雄
／
寺
澤
暢
紘

第9巻
ワ
タ
シ
ヲ　

タ
ス
ケ
テ
ク
ダ
サ
イ　

再
審
へ
迫
る
島
田
事
件

●
島
田
事
件
対
策
協
議
会
／
静
岡
赤
堀
さ
ん
を
守
る
会
●
一
九
七
三
・
七

赤
堀
さ
ん
は
、無
実
だ
！
赤
堀
差
別
裁
判
糾
弾
パ
ン
プ
▼
№
１

●
関
東
赤
堀
さ
ん
と
共
に
闘
う
会
●
一
九
七
七
・
六

赤
堀
さ
ん
は
無
実
だ
！
●
仙
台
・
赤
堀
さ
ん
と
共
に
闘
う
会
●
一
九
七
七

赤
堀
さ
ん
は
無
実
だ
▼
№
１
●
島
対
協
編
集
委
員
会
●
一
九
七
八
・
二

夏
期
一
時
金
特
別
カ
ン
パ
の
訴
え
●
島
田
事
件
対
策
協
議
会
●
一
九
七
八
・
六

赤
堀
さ
ん
は
無
実
だ
▼
№
６
●
島
対
協
編
集
委
員
会
●
一
九
七
八
・
九

赤
堀
さ
ん
は
無
実
だ
▼
№
７
●
島
対
協
編
集
委
員
会
●
一
九
七
八
・
一
二

赤
堀
さ
ん
は
無
実
だ
▼
№
９
●
島
対
協
編
集
委
員
会
●
一
九
七
九
・
九

赤
堀
さ
ん
は
無
実
だ
▼
№
10
●
島
対
協
編
集
委
員
会
●
一
九
七
九
・
一
一

赤
堀
さ
ん
は
無
実
だ
▼
№
11
●
島
対
協
編
集
委
員
会
●
一
九
八
〇
・
三

宇
都
宮
病
院
事
件
な
ど

解
説
＝
岡
田
靖
雄

第8巻
精
神
病
院
に
お
け
る
労
使
紛
争
の
処
理
に
つ
い
て
●
労
働
省
労
政
局

●
一
九
六
〇
・
三

院
内
勤
務
交
代
に
伴
う
紛
争
に
つ
い
て
●
烏
山
病
院
あ
か
ね
会
幹
事
会

●
一
九
七
〇
・
八

院
内
の
紛
争
解
決
の
た
め
に
●
烏
山
病
院
患
者
家
族
会
●
一
九
七
〇
・
八

独
断
専
行
を
続
け
る
松
島
昭
医
師
に
強
く
反
省
を
求
め
、こ
れ
を

支
援
す
る
若
手
医
師
の
誤
れ
る
行
動
を
批
判
す
る

●
昭
和
大
学
付
属
烏
山
病
院
●
一
九
七
〇
・
八

烏
山
病
院
の
紛
争
問
題
に
つ
い
て
●
昭
和
大
学
付
属
烏
山
病
院
患
者
家
族
会

（
あ
か
ね
会
）●
一
九
七
一
・
一

烏
山
病
院
闘
争
●
烏
山
病
院
闘
争
共
闘
会
議
●
一
九
七
一
・
九

烏
山
裁
判
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
１
●
烏
山
病
院
闘
争
共
闘
会
議
●
一
九
七
二
・
九

烏
山
裁
判
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
２
●
烏
山
病
院
闘
争
共
闘
会
議
●
一
九
七
二
・
一
一

烏
山
裁
判
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
３
●
烏
山
病
院
闘
争
共
闘
会
議
●
一
九
七
三
・
一

烏
山
裁
判
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
４
●
烏
山
病
院
闘
争
共
闘
会
議
●
一
九
七
三
・
三

烏
山
裁
判
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
５
●
烏
山
病
院
闘
争
共
闘
会
議
●
一
九
七
三
・
四

烏
山
裁
判
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
６
●
烏
山
病
院
闘
争
共
闘
会
議
●
一
九
七
三
・
六

烏
山
裁
判
の
手
引
き
●
烏
山
病
院
闘
争
共
闘
会
議
事
務
局
●
一
九
七
五
・
五

烏
山
裁
判
の
和
解
に
つ
い
て
●
竹
村
堅
次
●
一
九
八
〇
・
一

中
村
病
院
事
件
と
精
神
医
療
を
告
発
す
る
！
▼
№
１
●
精
医
研

●
一
九
七
一
・
一
〇

中
村
病
院
事
件
と
精
神
医
療
を
告
発
す
る
！
●
中
村
病
院
と
そ
の
精
神
医

療
を
告
発
す
る
会（
準
）●
一
九
七
一
・
一
〇

事
務
局
ニ
ュ
ー
ス
●
中
村
病
院
と
精
神
医
療
を
告
発
す
る
会
●
一
九
七
三
・
一

中
村
病
院
と
精
神
医
療
を
告
発
す
る
資
料
集
▼
№
１
●
中
村
病
院
と
精
神

医
療
を
告
発
す
る
会
●
一
九
七
三
・
二

徳
大
精
医
会
議
ニ
ュ
ー
ス
▼
第
一
号
●
徳
島
大
学
精
神
科
神
経
科
医
師
会
議
情
報
部

●
一
九
七
一
・
三

徳
大
精
医
会
議
ニ
ュ
ー
ス
▼
第
二
号
●
徳
島
大
学
精
神
科
神
経
科
医
師
会
議
情
報
部

●
一
九
七
一
・
五
・
四

徳
大
精
医
会
議
ニ
ュ
ー
ス
▼
第
三
号
●
徳
島
大
学
精
神
科
神
経
科
医
師
会
議
情
報
部

●
一
九
七
一
・
五

生
田
教
授
不
信
任
決
議
●
徳
島
大
学
医
学
部
精
神
科
神
経
科
医
局
会

●
一
九
七
六
・
一
〇

大
学
に
お
け
る「
研
究
」批
判
●
徳
島
大
学
精
神
科
神
経
科
医
師
会
議

●
一
九
七
六
・
一
一

腐
敗
堕
落
し
た
医
学
部
教
授
会
●
徳
島
大
学
精
神
科
神
経
科
医
師
会
議

●
一
九
七
六
・
一
一

生
田
論
文
の
紹
介
と
批
判　

そ
の
場
か
ぎ
り
の
思
い
つ
き
と
不
可

解
な
確
信
●〔
徳
島
大
学
精
神
科
神
経
科
医
師
会
議
〕●
一
九
七
七
・
一
〇

評
議
会
通
信
▼
№
１
●
京
大
精
神
科
評
議
会
●
一
九
七
五
・
一
〇

評
議
会
通
信
▼
№
２
●
京
大
精
神
科
評
議
会
●
一
九
七
五
・
一
一

評
議
会
通
信
▼
№
４
●
京
大
精
神
科
評
議
会
●
一
九
七
五
・
一
一

評
議
会
通
信
▼
№
７
●
京
大
精
神
科
評
議
会
●
一
九
七
六
・
四

〔
全
国
精
神
科
共
闘
会
議
開
催
の
案
内
〕●〔
徳
島
学
会
〕●
一
九
七
〇
・
四

徳
島
学
会
闘
争
総
括
●
宇
都
宮
泰
英
●
一
九
七
〇
・
七

描
写
の
記
録
・
金
沢
学
会
●
伊
崎
公
徳
●
一
九
九
七

討
論
資
料
二
金
沢
告
発
学
会
の
闘
い
●
精
神
科
医
師
全
国
共
闘
会
議
書
記
局

●
一
九
六
九

御
招
待〔
第
２
回
集
会
〕●
精
神
医
療
を
考
え
る
市
民
運
動
の
会
●
一
九
七
一
・
三

み
ん
な
の
精
神
医
療
▼
創
刊
号
●
精
神
医
療
を
考
え
る
市
民
運
動
の
会
●
一
九
七
一・
三

み
ん
な
の
精
神
医
療
▼
第
２
号
●
精
神
医
療
を
考
え
る
市
民
運
動
の
会
●
一
九
七
一・
四

み
ん
な
の
精
神
医
療
▼
第
３
号
●
精
神
医
療
を
考
え
る
市
民
運
動
の
会
●
一
九
七
一・
五

み
ん
な
の
精
神
医
療
▼
第
４
号
●
精
神
医
療
を
考
え
る
市
民
運
動
の
会
●
一
九
七
一・
六

み
ん
な
の
精
神
医
療
▼
第
５
号
●
精
神
医
療
を
考
え
る
市
民
運
動
の
会
●
一
九
七
一・
七

招
請
状
●
精
神
病
院
問
題
を
考
え
る
市
民
運
動
●
一
九
七
一
・
七

お
り
ふ
れ
通
信
▼
創
刊
号
●
精
神
医
療
を
よ
く
す
る
会
●
一
九
八
一
・
四

お
り
ふ
れ
通
信
▼
第
２
号
●
精
神
医
療
を
よ
く
す
る
会
●
一
九
八
一
・
五

お
り
ふ
れ
通
信
▼
第
３
号
●
精
神
医
療
を
よ
く
す
る
会
●
一
九
八
一
・
六

お
り
ふ
れ
通
信
▼
第
４
号
●
精
神
医
療
を
よ
く
す
る
会
●
一
九
八
一
・
七

お
り
ふ
れ
通
信
▼
№
５
●
精
神
医
療
を
よ
く
す
る
会
●
一
九
八
一
・
九

お
り
ふ
れ
通
信
▼
№
６
●
精
神
医
療
を
よ
く
す
る
会
●
一
九
八
一
・
一
一

お
り
ふ
れ
通
信
▼
№
７
●
精
神
医
療
を
よ
く
す
る
会
●
一
九
八
一
・
一
二

お
り
ふ
れ
通
信
▼
№
８
●
精
神
医
療
を
よ
く
す
る
会
●
一
九
八
二
・
一

お
り
ふ
れ
通
信
▼
№
９
●
精
神
医
療
を
よ
く
す
る
会
●
一
九
八
二
・
二

お
り
ふ
れ
通
信
▼
№
10
●
精
神
医
療
を
よ
く
す
る
会
●
一
九
八
二
・
三

精
神
科
医
師
連
合
諸
氏
の
精
神
科
病
室
私
物
化
を
重
ね
て
糾
弾
す

る
！
●
東
大
医
学
部
医
学
科
精
神
科
実
習
十
三
、
十
四
グ
ル
ー
プ（
全
員
）・
東
大
病
院

精
神
神
経
科
実
習
担
当
教
官
●
一
九
六
九
・
一
二

東
大
精
神
医
学
教
室
ニ
ュ
ー
ス
▼
第
２
号
●
一
九
六
九
・
一
二

声
明
文
●
徳
大
神
経
精
神
医
学
教
室
●
一
九
六
九
・
四

徳
島
大
精
医
連
ニ
ュ
ー
ス
▼
第
１
号
●
徳
島
大
学
精
神
科
神
経
科
医
師
連
合

●
一
九
六
九
・
一
二

徳
島
大
学
精
医
連
ニ
ュ
ー
ス
▼
第
二
号
●
徳
島
大
学
医
学
部
精
神
科
神
経
科
医
師

連
合
情
報
局
●
一
九
六
九
・
一
二

〔
徳
島
大
学
精
医
連
ニ
ュ
ー
ス
▼
第
三
号
〕●
一
九
七
〇
・
一

徳
島
大
学
精
医
連
ニ
ュ
ー
ス
▼
号
外
●
徳
島
大
学
医
学
部
精
神
科
神
経
科
医
師
連

合
情
報
局
●
一
九
七
〇
・
一

徳
島
大
学
精
医
連
ニ
ュ
ー
ス
▼
第
四
号
●
徳
島
大
学
医
学
部
精
神
科
神
経
科
医
師

連
合
情
報
局
●
一
九
七
〇
・
一

赤
煉
瓦
だ
よ
り
▼
第
１
号
●
東
大
医
学
部
附
属
病
院
精
神
神
経
科
医
局
●
一
九
六
七
・
七

赤
煉
瓦
だ
よ
り
▼
第
２
号
●
東
大
病
院
精
神
神
経
科
医
局
●
一
九
六
七
・
一
二

赤
煉
瓦
だ
よ
り
▼
第
３
号
●
東
大
病
院
精
神
神
経
科
医
局
●
一
九
六
八
・
五

医
学
部
学
生
の
皆
さ
ん
に
訴
え
る
●
精
神
神
経
科
医
局
懇
談
会
／
医
学
部
卒
業

生
有
志
会
●
一
九
六
八
・
八

医
学
部
教
授
総
会
全
成
員
の
辞
表
提
出
を
要
求
す
る

●
精
神
神
経
科
医
局
会
議
●
一
九
六
八
・
一
〇

医
局
解
散
に
つ
い
て
●
東
大
精
神
神
経
科
医
局
●
一
九
六
八
・
一
〇

東
大
病
院
精
神
神
経
科
医
局
解
散
宣
言
●
東
大
病
院
精
神
神
経
科
最
終
医

局
会
議
●
一
九
六
八
・
一
〇

設
立
宣
言
●
東
京
大
学
精
神
科
医
師
連
合
設
立
総
会
●
一
九
六
八
・
一
〇

不
信
任
決
議
●
東
京
大
学
精
神
科
医
師
連
合
総
会
●
一
九
六
八
・
一
一

東
大
神
経
科
医
師
連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
１
●
一
九
六
八
・
一
一

精
神
科
医
師
連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
第
２
号
●
一
九
六
八
・
一
二

精
神
科
医
師
連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
第
３
号
●
一
九
六
八
・
一
二

東
大
精
神
科
医
師
連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
第
４
号
●
一
九
六
九
・
一

東
大
精
神
科
医
師
連
合
ニ
ュ
ー
ス
▼
第
５
号
●
一
九
六
九
・
一

連
合
に
よ
る「
い
わ
ゆ
る
教
室
人
事
公
選
」に
つ
い
て
●
織
壁
永
次
・
風
祭
元
・

神
保
真
也
・
斉
藤
陽
一
・
高
橋
康
郎
・
中
村
陸
郎
・
本
多
裕
・
町
山
幸
輝
●
一
九
六
九
・
七

〔
教
室
人
事
の
今
後
の
進
め
方
〕●
一
九
六
九
・
八

東
大
精
神
科
医
師
連
合
の「
高
橋
良
氏
追
放
」宣
言
を
弾
劾
す
る

●
東
大
精
神
医
学
教
室
会
議
●
一
九
六
九
・
九

暴
力
行
為
弾
劾
声
明
●
織
壁
・
風
祭
・
斉
藤
・
神
保
・
高
橋（
康
）・
中
村（
陸
）・
本
多
・

町
山
●
一
九
六
九
・
九

東
大
精
神
科
医
師
連
合
の
一
部
の
諸
君
に
よ
る
精
神
科
病
棟
の
占

拠
に
抗
議
す
る
。／
ほ
か
●
東
大
精
神
医
学
教
室
●
一
九
六
九
・
九

精
神
科
病
室
実
習
の
妨
害
に
抗
議
す
る
。●
東
大
病
院
精
神
神
経
科
・
東
大

医
学
部
医
学
科
四
年
学
生
・
第
三
・
第
四
実
習
グ
ル
ー
プ
全
員
●
一
九
六
九
・
九

精
神
科
病
室
実
習
の
妨
害
に
抗
議
す
る
●
精
神
医
学
教
室（
講
師
・
助
手
）・

医
学
科
四
年
学
生
実
習
グ
ル
ー
プ
・
第
五
・
第
六
グ
ル
ー
プ
●
一
九
六
九
・
一
〇

声
明
●
東
大
精
神
神
経
科
助
手
●
一
九
六
九
・
一
〇

抗
議
声
明
●
医
学
部
四
年
第
七
・
第
八
グ
ル
ー
プ
・
東
大
病
院
精
神
神
経
科

●
一
九
六
九
・
一
〇

暴
力
行
為
弾
劾
声
明
●
東
大
病
院
精
神
神
経
科
●
一
九
六
九
・
一
〇

東
大
精
神
医
学
教
室
ニ
ュ
ー
ス
▼
第
１
号
●
一
九
六
九
・
一
一

精
神
科
病
室
実
習
の
妨
害
に
抗
議
す
る
●
Ｍ
四
第
九
・
十
グ
ル
ー
プ
・
東
大
病

院
精
神
神
経
科
●
一
九
六
九
・
一
一

精
神
科
医
師
連
合
の
病
棟
私
物
化
と
授
業
妨
害
に
抗
議
す
る
！

●
東
大
医
学
部
医
学
科
四
年
精
神
科
実
習
グ
ル
ー
プ（
第
11
・
12
グ
ル
ー
プ
全
員
）・
東
大

病
院
精
神
神
経
科
担
当
教
官
●
一
九
六
九
・
一
二

〝
病
棟
自
主
管
理
〞と
称
す
る
精
神
科
病
棟
の
暴
力
的
占
拠
の
実
態

●
東
大
医
学
部
医
学
科
精
神
科
実
習
13
、14
グ
ル
ー
プ（
全
員
）・
東
大
病
院
精
神
神
経
科

実
習
担
当
教
官
●
一
九
六
九
・
一
二

『烏山裁判の手引き』（1975・第8巻所収）

『ワタシヲ タスケテクダサイ　再審へ
迫る島田事件』（1973・第9巻所収）

第 66回日本精神神
経学会総会（1997）。
学会が一夜にして討
議場となった。『病者
の記録・金沢学会』
（第7巻所収）より
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二
・
一
六
鈴
木
君
虐
殺
糾
弾
九
年
闘
争
へ
の
呼
び
か
け

●
鈴
木
国
男
君
虐
殺
糾
弾
実
行
委
●
一
九
八
五

〝
狂
人
〞解
放
へ
の
叫
び
●
鈴
木
君
虐
殺
糾
弾
闘
争
実
行
委
員
会
●
一
九
八
七
・
二

青
山
正
さ
ん
救
援
会
ニ
ュ
ー
ス
▼
第
16
号
●〔
青
山
正
さ
ん
救
援
会
〕

●
一
九
八
八
・
九

青
山
正
さ
ん
救
援
会
ニ
ュ
ー
ス
▼
第
17
号
●〔
青
山
正
さ
ん
救
援
会
〕

●
一
九
八
八
・
一
〇
・
二
六

青
山
正
さ
ん
救
援
会
ニ
ュ
ー
ス
▼
第
19
号
●〔
青
山
正
さ
ん
救
援
会
〕

●
一
九
八
九
・
二
・
二
六

青
山
正
さ
ん
救
援
会
ニ
ュ
ー
ス
▼
第
20
号
●〔
青
山
正
さ
ん
救
援
会
〕

●
一
九
八
九
・
六

青
山
正
さ
ん
救
援
会
ニ
ュ
ー
ス
▼
第
23
号
●〔
青
山
正
さ
ん
救
援
会
〕

●
一
九
八
九
・
一
一

殺
し
た
ん
じ
ゃ
ね
え
も
の
▼
№
37
●
青
山
正
さ
ん
を
救
援
す
る
関
西
市
民
の
会

●
一
九
九
〇
・
一
〇

殺
し
た
ん
じ
ゃ
ね
え
も
の
▼
№
78
●
青
山
正
さ
ん
を
救
援
す
る
関
西
市
民
の
会

●
一
九
九
四
・
二

殺
し
た
ん
じ
ゃ
ね
え
も
の
▼
№
79
●
青
山
正
さ
ん
を
救
援
す
る
関
西
市
民
の
会

●
一
九
九
四
・
三

殺
し
た
ん
じ
ゃ
ね
え
も
の
▼
号
外
●
青
山
正
さ
ん
を
救
援
す
る
関
西
市
民
の
会

●
一
九
九
四
・
四

殺
し
た
ん
じ
ゃ
ね
え
も
の
▼
№
80
●
青
山
正
さ
ん
を
救
援
す
る
関
西
市
民
の
会

●
一
九
九
四
・
四

Ｗ
ａ
ｖｅ
▼
第
１
号
●
水
戸
事
件
の
た
た
か
い
を
支
え
る
会
・
全
国
事
務
局
●
一
九
九
七
・一
〇

Ｗ
ａ
ｖｅ
▼
第
２
号
●
水
戸
事
件
の
た
た
か
い
を
支
え
る
会
・
全
国
事
務
局
●
一
九
九
八
・一

Ｗ
ａ
ｖｅ
▼
第
６
号
●
水
戸
事
件
の
た
た
か
い
を
支
え
る
会
・
全
国
事
務
局
●
一
九
九
八
・一
〇

Ｗ
ａ
ｖｅ
▼
第
７
号
●
水
戸
事
件
の
た
た
か
い
を
支
え
る
会
・
全
国
事
務
局
●
一
九
九
八
・一
一

「
絶
対
許
さ
ね
え
っ
て
ば
」
水
戸
事
件
資
料
集
１
●
水
戸
事
件
の
た
た
か
い

を
支
え
る
会
・
全
国
事
務
局
●
一
九
九
七
・
一
一

大
精
連
ニ
ュ
ー
ス
▼
創
刊
号
●
大
阪
精
神
障
害
者
連
絡
会
●
一
九
九
一
・
二

大
精
連
ニ
ュ
ー
ス
▼
準
備
号
№
２
●
大
阪
精
神
障
害
者
連
絡
会
●
一
九
九
一
・
三

大
精
連
ニ
ュ
ー
ス
▼
発
刊
準
備
号
№
３
●
大
阪
精
神
障
害
者
連
絡
会
●
一
九
九
一
・
六

大
精
連
ニ
ュ
ー
ス
▼
発
刊
準
備
号
№
４
●
大
阪
精
神
障
害
者
連
絡
会
●
一
九
九
一
・
七

大
精
連
ニ
ュ
ー
ス
▼
準
備
号
№
５
●
大
阪
精
神
障
害
者
連
絡
会
●
一
九
九
一
・
九

高
見
さ
ん
を
支
え
る
会
ニ
ュ
ー
ス
創
刊
号
●
高
見
さ
ん
を
支
え
る
会

●
一
九
九
二
・
一
二

高
見
さ
ん
を
支
え
る
会
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
２
●
高
見
さ
ん
を
支
え
る
会
●
一
九
九
三
・
三

高
見
さ
ん
を
支
え
る
会
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
３
●
高
見
さ
ん
を
支
え
る
会
●
一
九
九
三
・
四

高
見
さ
ん
を
支
え
る
会
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
４
●
高
見
さ
ん
を
支
え
る
会
●
一
九
九
三
・
六

高
見
さ
ん
を
支
え
る
会
ニ
ュ
ー
ス
▼
№
５
●
高
見
さ
ん
を
支
え
る
会
●
一
九
九
三
・
七

ほ
っ
と
▼
創
刊
号
●「
ほ
っ
と
」（
仮
題
）編
集
部
●
一
九
九
四
・
九

ほ
っ
と
▼
第
２
号
●「
ほ
っ
と
」編
集
部
●
一
九
九
四
・
一
〇

ほ
っ
と
▼
第
３
号
●「
ほ
っ
と
」編
集
部
●
一
九
九
四
・
一
一

ほ
っ
と
▼
第
４
号
●「
ほ
っ
と
」編
集
部
●
一
九
九
四
・
一
二

ほ
っ
と
▼
第
５
号
●「
ほ
っ
と
」編
集
部
●
一
九
九
五
・
一

Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ｓ
ほ
っ
と（
別
冊
そ
よ
か
ぜ
）●「
ほ
っ
と
」編
集
部
●
一
九
九
六
・
六

ひ
ょ
う
せ
い
れ
ん
▼
創
刊
号
●
兵
庫
県
精
神
障
害
者
連
絡
会
●
一
九
九
六
・
六

ひ
ょ
う
せ
い
れ
ん
ニ
ュ
ー
ス
▼
第
２
号
●
兵
庫
県
精
神
障
害
者
連
絡
会
●
一
九
九
六
・
九

ひ
ょ
う
せ
い
れ
ん
ニ
ュ
ー
ス
▼
第
３
号
●
兵
庫
県
精
神
障
害
者
連
絡
会
●
一
九
九
六
・一一

ひ
ょ
う
せ
い
れ
ん
ニ
ュ
ー
ス
▼
第
４
号
●
兵
庫
県
精
神
障
害
者
連
絡
会
●
一
九
九
七
・
一

ひ
ょ
う
せ
い
れ
ん
ニ
ュ
ー
ス
▼
第
５
号
●
兵
庫
県
精
神
障
害
者
連
絡
会
●
一
九
九
七
・
三

Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ｕ
し
ん
ま
つ
▼
№
24
●
新
松
橋
亭
同
人
●
二
〇
〇
五
・
五

ロ
ボ
ト
ミ
ー
・
暴
行
・
冤
罪
事
件
Ⅱ

解
説
＝
岡
田
靖
雄

第11巻
悪
魔
の
メ
ス　

ロ
ボ
ト
ミ
ー
を
葬
り
去
れ
▼
創
刊
号

●
ロ
ボ
ト
ミ
ー
糾
弾
全
国
共
闘
会
議
●
一
九
八
〇
・
五

Ｍ
氏
ロ
ボ
ト
ミ
ー
裁
判　

第
一
審
判
決
報
告
集

●
保
安
処
分
反
対
愛
知
県
連
絡
会
議
●
一
九
八
一
・
五

ロ
ボ
ト
ミ
ー
・
暴
行
・
冤
罪
事
件
Ⅲ

解
説
＝
岡
田
靖
雄

第12巻
83
年
２
・
16
鈴
木
君
虐
殺
糾
弾
闘
争
へ
の
呼
掛
け

●
鈴
木
君
虐
殺
糾
弾
闘
争
実
行
委
員
会
●
一
九
八
三
・
一

２
・
16
大
阪
拘
置
所
に
よ
る
鈴
木
君
虐
殺
糾
弾
７
ヶ
年
総
決
起
集

会
●
鈴
木
君
虐
殺
糾
弾
闘
争
実
行
委
員
●
一
九
八
三
・
二

二
・
一
六
鈴
木
君
虐
殺
糾
弾
八
ヶ
年
闘
争
招
請
状

●
鈴
木
君
虐
殺
糾
弾
闘
争
実
行
委
員
●
一
九
八
四

患
者
会
運
動

解
説
＝
岡
田
靖
雄
／
江
端
一
起

第10巻
絆
▼
創
刊
号
●
全
国「
精
神
病
」者
集
団
事
務
局
編
集
部
●
一
九
七
七
・
一
〇

絆
▼
第
２
号
●
全
国「
精
神
病
」者
集
団
事
務
局
編
集
部
●
一
九
七
九
・
六

絆
▼
第
３
号
●
全
国「
精
神
病
」者
集
団
事
務
局
編
集
部
●
一
九
八
〇
・
一

11
・
13
第
三
回「
精
神
障
害
者
」全
国
総
決
起
集
会

●
全
国「
精
神
病
者
」集
団
●
一
九
七
七
・
一
一

全
国「
精
神
病
」者
集
団
ニ
ュ
ー
ス（
連
絡
会
議
報
告
）●
一
九
七
九
・
五

全
国「
精
神
病
」者
集
団
ニ
ュ
ー
ス
●
一
九
七
九
・
一
二

全
国「
精
神
病
」者
集
団
ニ
ュ
ー
ス
●
全
国「
精
神
病
」者
集
団
●
一
九
八
〇
・
一
一

全
国「
精
神
病
」者
集
団
ニ
ュ
ー
ス
●
全
国「
精
神
病
」者
集
団
●
一
九
八
五
・
五

友
の
会
だ
よ
り
▼
第
一
号
●
外
勤
会
●
一
九
八
〇
・
一

友
の
会
だ
よ
り
▼
第
二
号
●
外
勤
会
●
一
九
八
〇
・
二

友
の
会
だ
よ
り
▼
第
三
号
●
外
勤
会
●
一
九
八
〇
・
三

友
の
会
だ
よ
り
▼
第
四
号
●
友
の
会
●
一
九
八
〇
・
五

友
の
会
だ
よ
り
▼
第
五
号
●
友
の
会
●
一
九
八
〇
・
七

ご
か
い
通
信
▼
№
１
●〝
ご
か
い
通
信
〞編
集
委
員
会
●
一
九
八
〇
・
九

ご
か
い
通
信
▼
№
２
●〝
ご
か
い
通
信
〞編
集
委
員
会
●
一
九
八
〇
・
一
〇

ご
か
い
通
信
▼
№
３
●〝
ご
か
い
通
信
〞編
集
委
員
会
●
一
九
八
〇
・
一
二

ひ
と
り
ぐ
ら
し
の
う
た
１
●〔
藤
枝
友
の
会
〕●
一
九
八
一
・
一
〇

友
の
会
通
信
▼
vol.
一
一 

№
５
●
前
進
友
の
会
や
す
ら
ぎ
の
里
●
一
九
九
〇
・
五

友
の
会
通
信
▼
vol.
一
一 

№
６
●
前
進
友
の
会
や
す
ら
ぎ
の
里
●
一
九
九
〇
・
六

友
の
会
通
信
▼
vol.
一
一 

№
７
●
前
進
友
の
会
や
す
ら
ぎ
の
里
●
一
九
九
〇
・
七

友
の
会
通
信
▼
vol.
一
一 

№
９
●
前
進
友
の
会
や
す
ら
ぎ
の
里
●
一
九
九
〇
・
九

友
の
会
通
信
▼
vol.
一
一 

№
12
●
前
進
友
の
会
や
す
ら
ぎ
の
里
●
一
九
九
〇
・
一
二

内
容

見
本

『絆』創刊号　全国「精神病｣者集団
（1977・第10巻所収）

『M氏ロボトミー裁判　第一審判決報告集』
（1981・第11巻所収）

家族会の活動、患者自身の運動
─障害者の人権そして連帯

『家族会活動のあゆみ』（2002・第6巻所収）より　目次

1965年頃の烏山病院正面玄関
『あかね』昭和大学附属烏山病院患者家族会（1983・第6巻所収）より


